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ジヤバ島南方海域にがける鮪延縄漁場について

$島崎健二・紳大谷清隆・本三島清吉

本(北海道大学水産学部練習船北星丸〉

判〈北海道大学水産学部海洋・気象学教室〉

Study on the Tuna Long-line Fishing Ground of the South off 

the lsland of Java 

Kenji SHIMAZAKl， Kiyotaka UTANl and Seikichi MlSHlMA 

Abstract 

The region of the south off Java has been one of the irnportant sea areas 
for tuna 1∞g line fishery. Studi，銅 onthe fishing ground of tuna lo~g line in 
this area are very few. 
The training ship •.• Hokusei Maru" of the Faculty of Fisheriω， Hokkaido 
University rnade crui脚 inD脚 m加r1961 to the south off Java for the purp糊
of dri11ing ωdets in long line tuna fishery. 
The authors have carried out sorne studies of the tuna fishing ground and 
of rnorphological v釘 iationon the basis of the biological data舗 well踊∞樹叶
graphic data obtained. 
1) The region ωuth off the Island of Java in winter is suppωed to be 
wω:hed by two currents， narnely a coastal current and an offshore one. The 
forrner shows low ternperature and low飢linitywhere倒 thelatter pωe関舗
high ternIM町atureand high salinity. 
2) The direction of both curr岨 tstrearns is toward th骨 W舗tor northw倒t
in the sea area. 
3) The fish shoals鴎ernto rnigrate in acωrdance with the curr叩 tdirection. 
4) The民国島町鍋 forrnsa good fishing ground where isoth母，rrnsof suitable 
water ternperature釘 ed阻 selydistributed in the 100 rn layer frorn surface. 
5) No rnorphological variation of yellow-畳ntuna was found in th泊鴎a
area. 
6) Yellow-fin tuna wωobsぽvedto beωrnpo鵠dof individuals of the sarne 
age stag唱.

Z舗 冒

戦後，日本に於ける遠洋漁業特に鮪延縄漁業の沖合への進出は目覚ましいものがある。即ち内南洋

からハワイ南方そして南半球へ，一方西方にては印度洋，大西洋へと伸びて行った。印度洋漁場は始

め此の論文で問題とするジャパ島南方海域から現在は殆んど全域に亘っている。しかし此の局部的な

海況，漁況の詳細について論ぜられているものは非常に少いといってよい。北海道大学水産学部練習

船北星丸はこの海域で，海洋調査及び漁業試験を1961年 12月 16日から 2週間に亘って行ったの

で，この資料に基き当海域の海況特性とキハター漁場形成の関係について考察を行った。調査報告及び
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研究論文の非常に少いこの海域の今後の調査の手掛りとして，概況ではあるがその結果を報告する。

尚この論文の整理に当って種々なる御教示を頂いた北海道大学水産学部遠洋漁業学教室，上野助教授

に対し深謝する次第である。

2 資耕及び方法

1961年 12月 14日より 27日まで北海道大学水産学部練習船北星丸はジャパ沿岸に於て 16点の

海洋調査及 13点の漁業試験を行った (Fig.1)。 海洋観測は表面より 1∞Om屑までの 15層につ
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Fig. 1. L∞ations of the hydrographic statio田 andthe fishing positio悶
(!): hydrographic station and fishing position 
0: hydrographic station 

いて温度，塩分等を測定した。漁業試験では北星丸が操業を行った 13点について各点ごとに魚種

別，体長，体重及び各部位長の測定及び，生殖巣状態，胃内容物等の調査も併せて行った。尚使用延

縄は4本付け200鉢で総鈎数は800本であり， 13回の操業でこれを全部使用した。 鈎の深度は北星

丸使用延縄によるケミカルチュープでは約 85m-130mを示し，又中込1ムペ吉原引はマク'ロ遊泳

層を 100-150mとしているので漁況を論ずるに当って，この水深附近を基準とした。 8t.10.に於

ける漁業試験の際その漁獲物はほとんどシャチに被害を受けたのでその結果は除いた。

3 積果及び場窺

1) 海況

75 m， 100 m， 125 m， 150 m の各層の水温水平分布を Fig.2に示す。 これによると比較的沿岸

寄り即ち北側に冷水域，沖合南側に暖水域が存在する。 75m，100m層に於ては 1208，1060E附近

に冷水塊の南方への張り出しがみられるが， 125m以深では顕著ではなし、。即ち一般にこれらの水温
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Fig. 2. 

(a) Horizontal distribution of tempera-
ture (OC) at the 75 m level 

(b) Horizontal distribution of tempera-
ture (OC) at the 100 m level 

( c) Horizontal distributiori-of temper-
ture (OC) at the 125 m level 

(d) Horizontal distribution of tempera-
ture (OC) at the 150 m level 

金

有ー



1962) 

~ 

島崎外: ジャパ島南方海域の鮪延縄漁場
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Fig. 3. (a) Vertical distribution of salinity (%) from station 1-5 
(b) Vertical distribution of salinity (%) from s切tion 6-8 
(c) Vertical distribution of salinity (%) from station 8-11 
(d) Vertical distribution of salinity (%) from station 13-16 

4 7 

(b】 (C) 

<d> 

<d) 

Fig. 4. (a) Vertical distribution of temperature (oC) from station 1-5 

(b) Vertieal distribution.of temperature (OC) from station 6-8 
(c) Vertical distriblltion of temperature (OC) from station 8-11 
(d) Vertical distribution of temperature (OC) from station 13-16 
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Fig. 5. (a) Temp明.ture-salinitydiagrams from station 2-4 
(b) Tempぽature-唱alinitydiagrams from station 
(c) Tempぽatu持制linitydiagrams from此ation 8-11 
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の変化はジャパ沿岸より沖合に向かって高くなっている。此の事は 1957年の北海道大学練習船おし

よろ丸による調査結果即でも同様観測されている。 水深 ωOmまでの塩分垂直分布を Fig.3 (a) 

-(d)，水温垂直分布を Fig.4 (a)-(d)に，又各観測点の T-S分布を Fig.5 (a)-(d)に示す。
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1962] 島崎外: ジャパ島南方海域の鮪延縄漁場

これによるとジャパ島西部沿海の表層近くに低塩分の水帯がみられ (St.1， 7， 8， 14)一方 35%以

上の水塊が St.5， 6の 150m層，及 St.12の 200m層に見られ，又水温も高いので，これは暖

水系の張り出しであろうと考えられる。
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Fig. 6. (a) Geopotential topography of the sea surface relative ωthe 
800-deeibar目urface
(b) Gωpo同時ialtopography of the 100-deeibar BUrface rela-
tive ωthe欲的・deeibar飢lrfa，ω
(c) Gω'po'旬，ntialtopography of the 2OO-decibar surface rela-
tive to the 8件 decibarsurface 
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Fig. 6 a-cは水深 800mに対する各層の流れであり Fig.2で見られた水温水平分布とほぼ同形

である。即ち此の海域の西側に北西流が見られ， St. 10， 11， 12附近では西流となっている。 St.6，

7附近に 200m層で時計廻りの渦流の存在が考えられる。 St.13-16では全般的に西又は北西方向

に流れているものと思われ， 100S附近はジャパ沿岸流と沖合を流れる海流との境界となっている。佐

藤円に依ればこの水域の流向は各層によって西流又は東流していると認めているが，今調査に於ては

各層共一様に東より西えの流れが存在すると考えられる。

2) 漁況

13回の操業結果に依るキハタ苧マグロ釣獲率をFig.7に示す。ジャパ沿海のキハタ.マグロの分布は

40 
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F.P. 

Fig. 7. Hooked-rate (%) of tuna in each 
宣shingoperations 
H. R.: hooked rate 
F. P. fishing position 

稀薄であるといわれている様に全般的に釣獲率は良

くないが，釣獲率3%を越える地点は St.7， 11， 

13の水域で暖水塊及暖水系の張り出しになってい

るところである。又St.7， 13の水域は南東から張

り出している暖水塊と沿岸の冷水域との収数水域で

あって暖水系内の稀薄なキハダマクーロ魚群がこの水

域で一時停帯する事により漁場を形成するものと考

えられる。 St.7， 11， 13の 75，100， 125， 150 m 

各層 (Fig.2)の温度差は非常に大きく，又 100m

層では低湿である。全体的に中込2，3) の云う 23-

260Cより低湿である。 23-260Cが 100m層附近

に及んでいるのは St.11のみであり， St.7， 13で

は18-190Cで， 75m屑で 200C台を示している事

から適水温は 23-260Cよりも巾の広い 200C前後

から 260Cに及ぶ凹ものと考えられる。又同じ暖水

系内であっても漁場を形成する水域とそうでない水

域が有る。好釣獲率を見た水域とそうでない水域の
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1962J 島崎外: ジャパ島南方海域の鮪延縄漁場

キハダマグロの生殖巣状態には殆んど差は見られないし，その成熟度から見ても産卵群とは思われな

い。又索餌状態は両水域共同じ程度の索餌をしている。温度傾度の緩やかな水域ではキハダマグロは

停滞せずに遊泳し，温度傾度の急な水域に於ては一時停滞の形で分布密度を濃くするものと思われ

る。

Fig.2の 1208，1060E 水域の冷水塊より西側では，同じ収飲水域であっても漁獲量は少し釣獲

率1%前後でありこの水域のキハダマグロ分布密度は極めて薄いのに反して東側では良好な釣獲率を

上げている。おしよろ丸による漁業試験の結果的に依れば同水域では冷水域より南側に於て良好な釣

獲率をあげており，これらの事からジャパ沿海のキハダ魚群は東より西又は南より北へ澗瀞するもの

であって海流方向とほぼ同じである可能性が強い。

3) キハタeマグロの形態

好釣獲率を上げた水域 F.7， 11， 13についてその尾叉体長と年令との関係9) を Fig.8に示す。

これによれば各漁獲点によってキハダの年令層は異なり， F.7では 3，4才魚を主体とし F.11， 13 

では 2才魚を主体としている。

中込町によればインド洋内に於ては形態的に異る魚群が有るとされているが，ジャパ沿海の局部的

な水域内に於て其の各々は形態的に同一魚群であると思われる。即ち統計的10)方法に基き，これらの

3水域のキハタ寺マグロを形態的に比較したが，異るものでない事が確認された。又形態的に同一なも

のであっても同年令層により群構成をなすものと考えられる。

体長と頭長，第二背鰭付根までの長さ， しり鰭付根までの長さとの関係式を示すと次の様になる。

Yl=0.201Xt+7.1 X1: F. P. 7における体長 Y1: F.P. 7における頭長

Y2=0.221X2+4.1 X2: F. P. 11 " " Y2: F. P. 11 " " 

Y3=0.221Xa+4.3 Xa: F. P. 13 " " Ya: F. P. 13 " " 

Zl=0.464Xt+7.5 
Z2=0.451X2+6.8 

Za=0.446Xa+8.1 

W1=0.476X1+10.9 

W2=0.480X2十 9.5

W3=0.481Xa+10.2 

(単位 cm)

Zl: F. P. 7における第二背鰭付根までの長さ

Z2: F. P. 11"  " 

Z3: F. P. 13 " " 
W1: F.P. 7におけるしり鰭付根までの長さ

W2: F. P. 11 

Wa: F. P. 13 
" 
" 

4要約

" 
" 

1) ジャパ沿海では沿岸寄りに冷水域，沖合に暖水域が有り，収飲水域が存在する。

2) 暖水域の流れは西又は北西方向である。

3) キハタeマグロの澗波方向は南より北へ又東より西であり，海流方向とほぼ同じである。

4) 適水温内であっても温度差の大きい水域に於てキハタeマグロは一時停帯の形で分布密度を濃くす

るものと思われる。

5) 此の海域に於てキハダマグロ魚群相互間には形態的な差は見られない。

6) キハタeマグロ魚群は同一年令屑により群構成をしている。
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